
第 26 回 国頭地区中学校春季バレーボール大会 

新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン 

 

国頭地区中学校バレーボール部 

 

参加者の健康と安全を最優先にするために、以下のガイドラインに基づき大会を行う。大会に関

わる全ての方に、ガイドラインの遵守をお願いします。また、今後の知見の集積及び新型コロナウ

イルスの感染状況により、随時見直すことがあり得ることにご留意ください。 

 

１ 3 密を回避するために 

(1) 大会会場への入館は、大会初日に提出するエントリー用紙に記載された選手 14 名・監督・

コーチ・マネージャー・引率責任者・帯同審判員と大会関係者(管理職・審判員・大会役員)

とする。敷地内への入場は、登録外メンバーとチーム関係者（保護者等）14 名までとし、

体育館内への入館を認める。 

ただし、14 名のうち２名以上は救護役員として保護者とすること。 

(2) 観戦者の入館は試合時のみとする。 

(3) 体育館外（窓など）から試合を観戦することは禁止する。 

(4) 開館後に行っていた２試合目以降のチーム練習は行わない 

(5) ベンチは背中合わせにしないようにする。 

(6) ベンチの椅子は間隔をあけて 5 脚まで設置できる。コートチェンジの際には、各チームで椅

子を持って移動する。 

 (7) 試合開始、終了後の選手同士、顧問同士、審判等への握手は行わない。 

 (8) 選手の待機場所は、換気の良い屋外に各チーム毎、密にならないように設置する。また、昼 

食時は向かい合わず、一方向を向き、黙食する。 

(9) 他チームとの交流や接触は極力避ける。 

(10) 入場は、消毒などの作業が終わり、IF 用紙が本部に提出されたあと審判が合図を出す。審 

判の合図は各チームとも 1 人で聞くようにして、他の選手は密にならないようにして待機場所 

で待つ。退場は、1 チームずつ退場できるように審判で合図を出す。※入退場の際の密や接触 

を回避する。 

(11)  選手が試合の為にコートに入場する箇所はできる限り分散させる。 

 

 

２ 消毒について 

 (1) 会場出入り口に消毒用アルコール設置し入退場の際には手指消毒を行う。 

 (2) ボールやジャッジフラッグなど不特定多数で使用する器具等は 1 試合ごとに消毒を行う。 

 (3) ボールやボールかごなど会場に持ち込む用具等は、入館前に各チームで消毒を行う。 

(4) 試合終了後は利用したチームでベンチの消毒を行う。※各チームでアルコール消毒用のスプ 

レーやペーパータオルなどを準備する。 

 (5) 各チームの入館者は、試合終了後、観戦場所や撮影場所を離れる際は消毒を行う。 



３ クライシスマネジメントとして 

 (1) 各チームで監督・コーチ・引率責任者の中から感染対策責任者を任命すること。 

(2) 大会に参加する生徒は参加同意書（別紙 5）と体調記録表（別紙 1）を作成し各学校で保管

する。また,チーム関係者は学校同行者体調記録表（別紙 2）を作成し,各会場に提出する。 

(3) 大会役員・審判員･管理職･メディア･アルバム業者用（派遣審判を含む）は、来場者体調記

録表（別紙 3）を各会場に提出する。 

 (4) 入館の際の検温で発熱(37.5℃以上)がある場合は、入館できない。 

(5) 会場ではマスクを着用する。但し、準備運動、競技中のマスク着用は無理に強要しない。 

 ※ベンチ・生徒役員はマスク着用。 

 

４ 入場について 

(1) マスク着用に協力していただく。マスク着用に協力できない者は会場への入場は遠慮してい

ただく。 

(2) チーム関係者（監督・コーチ・引率責任者・帯同審判員・入場できる 14 名）は、チーム名

がハッキリとわかる ID を常時身に付けること。 

(3) 入館の際は、指笛や声を出しての応援は禁止する。（飛沫防止のため）※拍手は可 

  (4) 撮影したものをホームページ・ブログ・SNS・動画投稿サイト等、インターネット上にアッ

プロードしないこと。（保護者・選手への周知を徹底する。） 

 

５ 大会参加について 

国頭地区中学校体育連盟主催大会実施上の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインによる。 

 

６ その他 

大会後 5 日以内に新型コロナウイルス感染の陽性者が出た場合は、専門部長に至急報告すること。 


